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低温 下 にお ける作 物 の 初 期 生 育 と リン吸 収
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1 は じ め に

低温環境下での作物の栽培において,リ ンは効果的肥効
を示すことが認められている。 しかし,や ませのような低
温下における作物のリン吸収機構及び生育促進に対するリ
ンの生理的役割についての解明は不十分である。今回は各
種作物を低温条件下で栽培 し,初期生育におけるリン吸収
及び生育の低温に対する反応を調べ,低温とリン吸収との

関係について検討 した。

2試 験 方 法

(1)供試作物 :ホ ウレンソウ,レ タス (リ ーフレタス),

チンゲンサイ,ネギ,ニ ンジン,大豆,エ ンドウ,小麦 ,

ソバの9作物
鬱)播種日:1993年 7月 23日 (レ タスは8月 9日 ,ホ ウ

レンソウは8月 23日 )

13〕 栽培条件 :外気温区 (雨 よけハウス内),18℃ 区
(人工気象室,昼 18℃ /夜 16℃ ),15℃区 (同 ,昼 15℃/夜
13℃)の 3温度区を設定 した。 ミニプランター (25m× 12

側×深さ10側)を用い,雨よけハウス内で播種 ,発芽させ
,

本葉展開後に各温度区へ移動した。なお,秋の気温低下に

伴い,外気温区を10月 5日 に人工気象室 (昼2Jンクψ4℃ )

へ移動した。

`)施
肥 INK化成肥料と過りん酸石灰を用い,各作物

の施肥基準 (岩手)に準じた量を与えた区を標準区 (P2
区)と し,窒素,カ リの量は同じでリンのみを増減 した無
リン区 (PO区 ),リ ン1/2量区 (Pl区),リ ン2倍量

区 (P3区)を設定した。なお,人工気象室のスペースの

都合により15℃室ではP2区のみ栽培を行った。培土は多

腐食質黒ボク土 (東北農試 厨りIは田圃場)に硫酸苦± 2 kg

/10a相 当量を添加 したものを用いた。
6)サ ンプリング:各作物の生育に応 じ間引きを兼ねた

サンプリングを 1～ 2回行い,最後に 1プ ランター当たり
3株を残した。大豆,エ ンドウ,ソ バは播種後約50日 ,ネ
ギは117日 ,他の作物は約90日 で栽培を終了した。
16)調査項目 :生育量 (地上,地下),作物体中 リン含

量 (リ ン吸収量),葉数,根量 (ルートスキャナ),等

3 試験結果及び考察

(1)低温に対する作物の反応 (図 1,2,3)
低温下で生育が抑制された作物のうち.ニ ンジン,大豆

が生育量に比例 してリン吸収量 も減ったのに対し,ソ バ
,

ネギは 1個体当たりのリン吸収量は変わらず体内リン濃度
の上昇がみられた。一方,低温下でも生諷 変 わらなかっ

た作物についてみると,ホ ウレンソウ,4ヽ麦,エ ンドウは

リン吸収量が低下し,体内リン濃度が減少したのに対 し,

チンゲンサイは逆にリン吸収量が増加した。この傾向は生
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図 3 各生育時期ごとのリン吸収量の比較 (ホ ウレンソウ,

P2
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図4 リン施肥量と作物生育 (全乾物重)

(外気温区 地上,地下合計)

育が進むにつれより明確になった (図 3)。

以上の結果から低温下での作物の生育抑制とリン吸収と
の関係に作物間差が認められ,低温によるリン吸収への影
響は作物によって異なることが示唆された。 しかし,作物
の低温への適応と温度処理によるリン吸収量の変動とに単
純な相関は見られなかった。低温下で生育が抑制された作
物の中でも,ソ バ,ネ ギは,生育量の低下に関わらず リン
吸収量の低下は認められなかったため,リ ン吸収機構への
低温の影響は少なかったと考えられる。また,低温で生育
が抑制されなかった作物についてみても,ホ ウレンソウと
チンゲンサイのようにリン吸収の温度反応が対照的なもの
が認められた。前者の低温下でのリン吸収低下,ま た後者
のリン吸収増加がそれぞれ低温への適応に関与しているか
どうかは不明である。吸収されたリンの代謝.体内での存
在形態などの違いを各作物について検討する必要がある。
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図5 リン施肥量と作物のリン吸収量

(同左 1個体当たり)

(, リン施肥量に対する作物の反応 (図 4,5)
チンゲンサイ,レ タス,ホ ウレンソウ,ニ ンジン,小麦 ,

エンドウはリン施肥量に比例して生育量,リ ン吸収量とも
に大きく増加 したが,ソ バ,ネ ギ,大豆では初期生育にお
ける生育量,リ ン吸収量ともリン施肥量に対する反応はイヽ
さかった。
また,こ れら各作物のリン施肥量に対する反応は外気温

区,18℃ 区とも同じ傾向を示し,リ ンの施肥反応に対する
低温の影響は見られなかった (18℃ 区のデータ省略)。

4 ま と め

リン吸収に対する低温の影響に作物間差が認められ,低
温で生育が抑制されなかったホゥレンソウとチンゲンサイ
は対照的なリン吸収の温度反応を示した。
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